
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017. 10 月号 

【連絡先】 

 民進党参議院比例区第 37総支部 

参議院議員 大島九州男 

□福岡県直方市感田 1466-3 
     電話 0949-28-8162 

□東京都千代田区永田町 2-1-1 
     参議院議員会館９１０号室 

      電話 03-6550-0910 

✓ 

中

央

ア
ジ
ア
・
東

ア
ジ
ア
地

域

を
調

査 

大
島
九
州
男
、
参
議
院
Ｏ
Ｄ
Ａ
調
査
第
１
班
の
議
員
団
と
し
て
派
遣
さ
れ
る 

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
首
都
ア
ス
タ
ナ
に
て
、 

ア
ス
タ
ナ
空
港
改
修
計
画
を
視
察 

97
年
の
遷
都
の
際
、
故
黒
川
紀
章
氏
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
新
首
都
ア
ス
タ
ナ
市
の
都
市
計
画
が
行
わ

れ
、
同
空
港
は
そ
の
一
環
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
建
設
さ
れ
た
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
と
も
に
、
航

空
輸
送
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
、
同
市
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

参議院 ODA 調査 派遣 

『
地
域
の
皆
様
と
の
勉
強
会
』
を
各
地
で
開
催
中 

参
議
院
議
員
と
し
て
国
政
に
携
わ
っ
た
十
年
の
取
り
組
み
や
、
問

題
が
山
積
と
な
っ
た
先
の
国
会
で
の
報
告
を
中
心
に
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
島
九
州
男
の
国
政
報
告
会
や
意
見
交
換

会
を
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
行
う
予
定
で
す
。 

近
隣
で
開
催
の
際
は
、
お
気
軽
に
是
非 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

「
勉
強
会
」
開
催
場
所 

募
集 

勉
強
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
大
島
九
州
男
事

務
所
ま
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
大
島
九
州

男
が
、
全
国
ど
こ
で
も
足
を
運
び
ま
す
。
皆

様
の
お
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

開発協力 ODA って何？ 

開発協力とは，「開発途上地域の開発を主たる目

的とする政府及び政府関係機関による国際協力

活動」のことで，そのための公的資金を ODA

（Official Development Assistance（政府開発

援助））といいます。 

政府または政府の実施機関は ODA によって，平

和構築やガバナンス，基本的人権の推進，人道支

援等を含む開発途上国の「開発」のため，開発途

上国または国際機関に対し，資金（贈与・貸付

等）・技術提供を行います。 

（外務省ホームページより参照） 

平

成

2 9
年

9
月

1 1
日

～

1 9
日

 

●
ト
カ
エ
フ
上
院
議
長
と
の
会
談 

ト
カ
エ
フ
議
長
は
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
に
次
ぐ
国

家
の
№
２
で
あ
り
、
今
回
の
参
議
院
Ｏ
Ｄ
Ａ
調
査

団
の
訪
問
を
歓
迎
し
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
謝
辞
と

今
後
の
二
国
間
関
係
の
発
展
へ
の
期
待
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
ら
本
会
議
場
も
案
内
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

  

●
ア
ス
タ
ナ
新
首
都 

総
合
開
発
計
画
研
究
所
を
視
察 

97
年
に
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
、
東
南
部
の
ア
ル
マ
テ
ィ
か
ら
ア
ス
タ
ナ
へ
の

遷
都
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
国
際
コ
ン
ペ

で
優
勝
し
た
故
黒
川
紀
章
氏
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に

新
首
都
の
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。 

  

●
ア
ス
タ
ナ
第
二
小
児
病
院
を
訪
問 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東
部
の
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
周
辺
地

域
に
は
旧
ソ
連
時
代
の
核
実
験
場
跡
が
あ
り
、
地

下
水
や
土
壌
の
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
等
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
が
国
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ

て
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
、
長
崎
大
学
な
ど

が
地
域
医
療
体
制
の
改
善
を
支
援
し
、
カ
ザ
フ
国

民
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

●
ス
レ
イ
メ
ノ
フ
国
民
経
済
大
臣
と
の
会
談 

ス
レ
イ
メ
ノ
フ
国
民
経
済
大
臣
は
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
へ
の
高
い
評
価
と
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
約
65
億

ド
ル
に
上
る
日
本
企
業
の
投
資
を
歓
迎
、
今
後
の
二
国
間

関
係
の
更
な
る
進
展
に
期
待
す
る
旨
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

●
ス
ト
ロ
イ
ク
ラ
ス
社
の
現
場
を
視
察 

ス
ト
ロ
イ
ク
ラ
ス
社
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
の
卒
業
生
で
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
建
設
企
業
連
盟
会
長
・
元
国
会
議
員
の
イ
エ
ル
ガ

リ
エ
フ
氏
が
経
営
す
る
建
設
会
社
で
、
朝
礼
、”

ダ
ン
ド

リ”

、
現
場
会
議
に
よ
る
各
部
門
間
の
意
思
疎
通
、
安
全

第
一
等
、
日
本
式
の
現
場
管
理
を
取
り
入
れ
た“

カ
イ
ゼ
ン

（改
善
）”

に
よ
り
、
業
績
を
上
げ
て
い
ま
す 

 

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
日
本
人
材 

開
発
セ
ン
タ
ー
を
訪
問 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
日
本
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
国
立

ナ
ル
ホ
ー
ズ
大
学
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
協

力
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
市
場
経
済

化
支
援
の
一
環
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス

人
材
の
育
成
、
日
本
語
教
育
、
文

化
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
カ

ザ
フ
人
が
日
本
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。 
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Ohshima-Kusuo Report 

参議院 ODA 調査 派遣 その 2 

モ
ン
ゴ
ル 

 

●
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
あ
る 

ジ
ュ
ル
ウ
ル
社
を
訪
問 

ジ
ュ
ル
ウ
ル
社
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
支
援
に
よ

る
低
金
利
融
資(
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
ロ
ー
ン)

を
受

け
起
業
し
た
洋
菓
子
店
で
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

市
内
を
中
心
に
繁
盛
し
て
お
り
、
一
次
産
業
が

中
心
を
占
め
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
経
済
の
活
性
化

を
担
う
優
良
中
小
企
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

●
日
本
モ
ン
ゴ
ル
教
育
病
院
建
設
サ
イ
ト
を
視
察 

モ
ン
ゴ
ル
で
は
こ
れ
ま
で
医
科
大
学 

卒
業
後
の
研
修
体
制
が
整
っ
て
お
ら 

ず
、
本
病
院
は
同
国
初
の
大
学
附
属 

病
院
と
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ 

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
モ
ン
ゴ
ル
国
立
健
康
科
学
大
学 

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
日
本
の
柔
道 

整
復
術
が
導
入
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
の 

伝
統
医
療
と
相
ま
っ
て
国
民
医
療
へ 

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

●
ダ
ン
バ
ダ
ル
ジ
ャ
ー 

日
本
人
死
亡
者
慰
霊
碑
に
献
花 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
モ
ン
ゴ
ル
に
は
シ
ベ
リ

ア
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
日
本
人
一
万
二
千
三
百

十
八
人
が
移
送
さ
れ
、
土
木
・
建
設
事
業
等
の

強
制
労
働
に
従
事
し
、
約
千
七
百
人
の
日
本
兵

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同
墓
地
は
モ
ン
ゴ
ル

国
内
16
カ
所
に
あ
る
日
本
人
墓
地
の
一
つ
で
、

八
百
三
十
五
柱
ほ
ど
の
ご
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

（
一
九
九
四
年
か
ら
遺
骨
返
還
事
業
が
実
施
さ 

れ
、
現
在
ご
遺
骨
は
す
べ
て
日
本
に
持
ち
帰 

ら
れ
て
い
る
。） 

 

●
モ
ン
ゴ
ル
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
訪
問 

モ
ン
ゴ
ル
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
が
ん
の
治

療
、
早
期
発
見
等
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
年

間
10
万
人
の
外
来
患
者
が
訪
れ
、
そ
の
半
数
は

地
方
か
ら
の
方
と
の
事
で
す
。 

現
在
青
年
海
外
協
力 

隊
と
し
て
、
看
護
師 

の
國
政
亜
沙
美
さ
ん 

が
活
躍
し
て
お
り
、 

看
護
記
録
の
取
り
方 

を
は
じ
め
日
本
式
看 

護
を
伝
え
、
現
地
医 

療
に
貢
献
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

   

●
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル 

第
四
火
力
発
電
所
を
視
察 

モ
ン
ゴ
ル
で
は
旧
ソ
連
時
代
に
建
設
さ
れ
た
火

力
発
電
所
が
今
も
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
ロ
シ

ア
か
ら
不
足
分
の 

電
力
を
輸
入
す
る 

等
、
老
朽
化
し
た 

施
設
で
は
十
分
電 

力
を
ま
か
な
え
ず 

日
本
の
支
援
で
施 

設
の
改
修
等
に
取 

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

●
ボ
ル
ガ
ン
ト
ヤ
ー
大
蔵
副
大
臣
と
の
会
談 

ボ
ル
ガ
ン
ト
ヤ
ー
大
蔵
副
大
臣
は
わ
が
国
の
こ

れ
ま
で
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
国
税
庁
の

徴
税
体
制
充
実
へ
の
研
修
支
援
の
成
果
、
今
後

の
二
国
間
関
係
の
進
展
等
に
つ
い
て
の
期
待
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

●
新
モ
ン
ゴ
ル
高
校
を
訪
問 

90
年
の
民
主
化
以
降
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

に
は
急
速
に
人
口
が
集
中
し
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内

で
は
十
分
は
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
高
校
は
二
〇
〇
〇
年
十
月
に
日
本
へ

の
留
学
を
経
験
し
た 

ガ
ル
バ
ド
ラ
ッ
ハ
氏
が 

日
本
人
有
志
の
支
援
を 

基
に
、
日
本
語
教
育
を 

は
じ
め
日
本
式
教
育
を 

行
う
高
校
と
し
て
開
校 

し
、
現
在
は
国
内
有
数 

の
進
学
校
と
し
て
人
気 

を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

Ohshima-Kusuo Report 

国
際
会
議 

9
月
19
日
及
び
20
日
、
大
分
県
別
府
市
で
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
会
議
員
連
合(

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ)

第
47
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
島
九
州
男
は
、
総
会
閉
会
式
及
び
外
務
省
主

催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

８
月
29
日 

日
本
私
立
学
校
教
職
員
組 

合
か
ら
の
私
学
助
成
に
関 

す
る
要
請
を
受
け
ま
し
た 

９
月
４
日 

全
国
教
育
管
理
職
員
団
体
協
議
会
か
ら
の
教
育

関
係
予
算
に
関
す
る
要
望
を
受
け
ま
し
た
。 

団
体
要
望 


